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徳
洲
会
グ
ル
ー
プ 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
医
療
講
演
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
９
月
28
日
〜
10
月
４
日
）

の
看
護
師
が
、
そ
れ
ぞ
れ
事

例
を
発
表
し
た
。

　
続
く
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は

「
明
日
か
ら
取
り
組
め
る
方

法
と
は
？
」
が
テ
ー
マ
。
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
ケ
ア
で

良
か
っ
た
こ
と
、
こ
れ
か
ら

意
識
し
よ
う
と
思
う
こ
と
な

ど
を
話
し
合
い
、
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
発
表
。
最
後
に
「
ご

シ
ャ
ン
ト
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の

五
十
嵐
優
人
医
長
が
「
シ
ャ

ン
ト
感
染
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
を
テ
ー
マ
に
特
別
講
演
。

座
長
は
成
田
富
里
徳
洲
会
病

院
（
千
葉
県
）
の
荻
野
秀
光

院
長
が
務
め
た
。

五
十
嵐
医
長
は
シ
ャ
ン
ト

感
染
に
対
す
る
治
療
戦
略
を

解
説
。
早
期
発
見
・
早
期
治

療
介
入
の
重
要
性
を
強
調
し

「
抜
針
後
に
止
血
不
良
が
あ

る
と
血
腫
が
生
じ
、
そ
こ
か

ら
感
染
を
誘
発
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
」
と
注
意
を
呼
び

か
け
た
。
講
演
後
は
視
聴
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
を
活

用
し
、
活
発
に
質
疑
応
答
。

表
在
化
動
脈
で
致
命
的
に
な

る
感
染
の
ケ
ー
ス
な
ど
に
関

し
意
見
交
換
し
た
。

第
２
部
は
、
湘
南
鎌
倉
病

院
日
帰
り
手
術
セ
ン
タ
ー
の

入
澤
明
子
看
護
師
が
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

シ
ャ
ン
ト
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」、

血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
村
上

奈
央
子
看
護
師
が
「
当
院
に

お
け
る
シ
ャ
ン
ト
ケ
ア
の
現

況
」
を
テ
ー
マ
に
一
般
講
演
。

座
長
は
石
岡
部
長
。

入
澤
看
護
師
は
県
か
ら
同

院
が
運
営
受
託
し
て
い
る
臨

時
医
療
施
設
（
コ
ロ
ナ
病

棟
）
で
の
透
析
患
者
さ
ん
へ

の
対
応
に
言
及
。ま
た
、シ
ャ

ン
ト
治
療
の
受
け
付
け
か
ら

コ
ロ
ナ
検
査
、
手
術
ま
で
の

流
れ
を
説
明
し
た
。
村
上
看

護
師
は
同
院
が
運
用
す
る
Ｓ

Ｔ
Ｓ
（
シ
ャ
ン
ト
・
ト
ラ
ブ

ル
・
ス
コ
ア
リ
ン
グ
）や
シ
ャ

ン
ト
回
診
な
ど
シ
ャ
ン
ト
ケ

ア
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

最
後
に
、
シ
ャ
ン
ト
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
の
磯
貝
尚
子
セ
ン

タ
ー
長
が
閉
会
の
挨
拶
を
行

い
終
了
。
磯
貝
セ
ン
タ
ー
長

は
「
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
い

た
だ
い
て
い
る
地
域
の
透
析

医
療
関
係
者
の
方
々
に
、
当

院
が
ど
の
よ
う
な
治
療
を

行
っ
て
い
る
か
知
っ
て
も
ら

う
大
切
な
機
会
で
す
。
今
後

も
継
続
し
情
報
共
有
と
連
携

に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
た
。

湘
南
鎌
倉
総
合
病
院
（
神

奈
川
県
）
は
９
月
３
日
、
第

６
回
湘
南
鎌
倉
シ
ャ
ン
ト
ケ

ア
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

地
域
の
透
析
医
療
関
係
者
53

人
に
加
え
、
同
院
ス
タ
ッ
フ

を
合
わ
せ
約
70
人
が
参
加
。

情
報
共
有
を
図
り
連
携
を
深

め
た
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で

開
催
を
見
合
わ
せ
た
が
、
今

年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開

催
し
た
。

同
院
血
液
浄
化
部
の
石
岡

邦
啓
部
長
に
よ
る
開
会
挨
拶

後
、
第
１
部
と
し
て
同
院
腎

臓
病
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
・

家
族
の
価
値
観
、
患
者
さ
ん

の
家
族
内
で
の
役
割
を
知
る

こ
と
、
医
療
者
間
で
ご
家
族

の
こ
と
や
目
標
を
共
有
す
る

こ
と
な
ど
が
大
切
」
と
総
括
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
自
分
だ

け
で
な
く
、
皆
同
じ
よ
う
な

気
持
ち
で
働
い
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
」、「
患
者
さ
ん

の
状
態
を
知
り
た
く
て
も
遠

慮
し
て
い
る
ご
家
族
が
い
る

か
も
し
れ
な
い
と
、
い
ろ
い

ろ
な
可
能
性
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
」、「
コ
ロ
ナ
病
棟
だ

け
で
な
く
、
院
内
面
会
禁
止

の
た
め
、
全
病
棟
が
考
え
る

テ
ー
マ
だ
と
思
っ
た
」
な
ど

感
想
が
聞
か
れ
た
。

　
ま
た
、
今
後
の
目
標
と
し

て
「
連
絡
を
す
る
時
に
患
者

さ
ん
、
ご
家
族
が
ど
う
い
う

感
情
で
い
る
の
か
、
た
だ
業

務
的
に
な
ら
ず
、
ご
本
人
の

意
志
を
尊
重
し
た
か
か
わ
り

が
で
き
た
ら
良
い
と
思
う
」、

「
積
極
的
に
ご
家
族
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ

て
い
き
た
い
」、「
自
分
た
ち

は
聴
く
こ
と
、
伝
え
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思

う
」
な
ど
が
挙
が
っ
た
。

　
研
修
を
終
え
中
村
・
看
護

部
長
は
「
そ
れ
ぞ
れ
に
響
く

も
の
が
あ
り
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
後
、
患
者
さ
ん

の
ご
家
族
に
は
、
医
師
か
ら

の
説
明
を
聞
き
終
え
た
後
に
、

看
護
師
も
面
談
を
し
て
不
安

を
取
り
除
い
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
た
。

を
機
に
、
改
め
て
家
族
看
護

に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
同
時
に
、
ス
タ
ッ

フ
へ
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
（
深

い
悲
し
み
か
ら
立
ち
直
ら
せ

る
サ
ポ
ー
ト
）
の
意
味
合
い

も
あ
り
ま
す
」
と
説
明
。

　
座
学
は
「
家
族
看
護
の
ニ

ュ
ー
・
ノ
ー
マ
ル
」
が
テ
ー

マ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
家
族
が
患

者
さ
ん
に
会
う
こ
と
が
で
き

な
い
な
か
、
命
に
か
か
わ
る

意
思
決
定
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

家
族
を
失
う
か
も
し
れ
な
い

恐
怖
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
る

現
状
を
共
有
。
さ
ら
に
医
療

者
の
体
験
で
は
、
尼
崎
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
と
神
戸
病
院

　
講
師
に
は
兵
庫
県
立
尼
崎

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
米
田

愛
・
家
族
支
援
専
門
看
護
師
、

石
井
あ
や
美
・
集
中
ケ
ア
認

定
看
護
師
、
兵
庫
県
立
こ
ど

も
病
院
の
浅
井
桃
子
・
家
族

支
援
専
門
看
護
師
の
３
人
を

招し
ょ
う

聘へ
い

。
中
村
美
津
・
看
護
部

長
と
竹
田
洋
樹
・
副
院
長
は

「
第
４
波
が
落
ち
着
い
た
の

神
戸
徳
洲
会
病
院
は
「
面
会
制
限
下
の
家
族
看
護
」
を
テ
ー
マ
に
院
内
研
修
を
実
施
し
た
。

同
研
修
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
患
者
さ
ん
の
家
族
が
ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
え
て
い
る
か
を
理
解

し
、
支
援
方
法
を
検
討
す
る
の
が
目
的
。
参
加
者
は
座
学
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
学
び
、
翌

日
か
ら
の
実
践
で
取
り
組
め
る
こ
と
を
考
え
た
。
７
月
17
日
に
開
催
。
看
護
師
22
人
が
参
加
。

※各講演は原則、当該病院のホームページからの事前
申し込み制（例外あり）。あらかじめ視聴するための
方法や推奨環境をご確認ください。

※各講演の参加費は無料（アプリのダウンロードや利
用にかかる通信費はご負担ください）。

※各講演に関するお問い合わせは当該病院へ。
※講演によっては定員になり次第、締め切らせていた
だくことがあります。

※各講演は診療の都合などで予告なく変更・中止にな
る可能性があります。

⬆Facebookの「徳洲会グ
ループ」ページからもアク
セス！

視聴を希望される方へ

グループワークで話し合った内容を代表者
が発表

参加者一人ひとりが翌日からできることを考
える

思
い
理
解
し
支
援
検
討

オンライン形式で2年ぶりに開催

「
面
会
制
限
下
の
家
族
看
護
」

帯広徳洲会病院（北海道）は
医師を目指す地元の帯広柏葉
高等学校2年生23人を招き、懇
談会を開いた。これは旭川医
科大学と地域の高等学校や医
療機関が連携し、地域医療を担

う人材育成を目的とした高大病連携プロジェクトの一環。
7月29日に実施した。同院は2009年から協力している。
はじめに同院で地域医療研修中の李叡智・初期研修医

（所属：湘南厚木病院）が新型コロナウイルス、林亮佑・
初期研修医（所属：湘南鎌倉総合病院）がACP（アドバンス・
ケア・プランニング）について講演。ACPは患者さんの意
思決定を支援するプロセスを意味する。
この後、棟方隆院長が加わり懇談。棟方院長は強い意
志をもち、あきらめずに勉強を継続する大切さを強調、「目
標があれば成績は上がります」とエールを送った。
これまでに実際に医師になった生徒も多くいるという。

「10年ほど前に参加した高校生で、旭川医大に合格し、私
と同じ教室に入局した方がいました。先日、医局派遣で当
院の土日の当直に来てくれ、同プロジェクトで私と話をし
たことを懐かしく語ってくれました」と棟方院長。「医師
を目指す皆さんには、患者さんのことを第一に考え、地域
医療に貢献できる医師になってほしい」と期待を寄せる。

帯広病院が医師目指す
高校生を招き懇談会！

参加者全員で記念撮影（前列中央が
棟方院長）

高
大
病
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
人
材
育
成

回復期病棟開設へ採用活動強化
羽生総合病院（埼玉県）リハビリテー

ション科はオンライン就職見学・説明
会をスタートした。同院は2023年に回
復期リハビリテーション病棟を開設予
定で、優秀な人材を迎え入れるために採
用活動を強化。8月24日に第１回、9月
14日に第2回を実施。10､11月にも第3、
4回を予定している。
同院リハビリテーション科の責任者
を務める川島宏美副室長（言語聴覚士）
は「今年はコロナ第5波と重なったため
オンライン開催にしました。医学生向

けのWEB説明会のインフラが整っていたので、そのノウハウ
を活用しました」と説明する。
第1回は4人の学生が参加した。川島副室長と保坂彰子主任

（理学療法士）が挨拶し、学生たちが自己紹介。仕事のやりが
いや魅力、教育体制、勤務の1日の流れ、福利厚生などを説明
する病院紹介の動画を視聴後、質疑応答の時間を設けた。患
者層や疾患、試験内容、より詳しい教育体制など、さまざまな
質問が挙がり、川島副室長と保坂主任が丁寧に回答していた。
川島副室長は「オンライン説明会は初めての試みでしたが、

思っていたよりもコミュニケーションができ、一人ひとりの雰
囲気が伝わってきました」と手応えを感じている。

川島副室長（右）と保坂主任

質疑応答では学生から多
数の質問

学生にオンライン説明会
羽生病院リハビリ科

神戸病院
院内研修

感
染
の
治
療
戦
略
な
ど
共
有

第
６
回
シ
ャ
ン
ト
ケ
ア
セ
ミ

湘南鎌倉
病　　 院

■
札
幌
東
徳
洲
会
病
院

29
日（
水
）午
後
２
時
〜 「
感
染
予
防
に
つ
い
て
」

■
仙
台
徳
洲
会
病
院

28
日（
火
）午
後
２
時
〜「
日
帰
り
で
で
き
る
手
術

〜
い
ろ
い
ろ
な『
痔
』の
は
な
し
〜
」

29
日（
水
）午
後
２
時
〜 「
お
口
の
病
気
あ
れ
こ
れ

〜
健
康
の
入
り
口
は
お
口
か
ら
〜
」

30
日（
木
）午
後
２
時
〜 「
医
療
用
接
着
剤
を

用
い
た
下
肢
静
脈
瘤
の
最
新
治
療
」

■
成
田
富
里
徳
洲
会
病
院

28
日（
火
）午
後
２
時
〜 「
そ
の
シ
ミ
と
り
ま
せ
ん

か
？
〜
シ
ミ
と
り
レ
ー
ザ
ー
導
入
し
ま
し
た
〜
」

28
日（
火
）午
後
３
時
〜

「
あ
な
た
に
潜
む
血
管
の
病
気
」

30
日（
木
）午
後
２
時
〜 「
ウ
イ
ル
ス
と
細
菌
の

違
い
〜
医
師
の
立
場
か
ら
〜
」

■
館
山
病
院

30
日（
木
）午
後
２
時
〜

「
知
っ
て
備
え
る
介
護
保
険
」

■
東
京
西
徳
洲
会
病
院

28
日（
火
）午
後
２
時
〜 「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）に
つ
い
て
〜
昼
間
の
眠
気
な
ん
て

大
し
た
こ
と
な
い
…
そ
れ
、危
険
か
も
〜
」

29
日（
水
）午
後
３
時
〜 

「
①
か
し
こ
く
利
用
介
護

保
険（
手
続
き
・
費
用
は
）／
②
特
殊
詐
欺
被
害
に
あ

わ
な
い
為
に（
昭
島
警
察
署
犯
罪
抑
止
対
策
係
）」

29
日（
水
）午
後
４
時
〜

「
前
立
腺
が
ん
の
お
は
な
し
」

30
日（
木
）午
後
２
時
〜

「
認
知
症
の
理
解
と
予
防
〜
活
気
あ
る
日
常
生
活

で
認
知
症
を
予
防
し
よ
う
〜
」

２
日（
土
）午
前
11
時
〜

「
痔
の
お
話（
日
帰
り
手
術
が
で
き
ま
す
）」

２
日（
土
）正
午
〜 「
肺
が
ん
の
お
話（
が
ん
死
亡

原
因
の
男
性
１
位
、女
性
２
位
で
す
）」

■
湘
南
鎌
倉
総
合
病
院

29
日（
水
）午
後
１
時
〜

「
自
宅
で
で
き
る
効
果
的
な
ス
ト
レ
ッ
チ
」

29
日（
水
）午
後
３
時
〜

「
注
射
１
本
、あ
と
は
寝
て
い
る
だ
け
?!

〜
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
〜
」

30
日（
木
）午
後
３
時
〜

「
肥
満
が
な
く
て
も
要
注
意
！
〜
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
の
診
断
と
治
療
に
つ
い
て
〜
」

１
日（
金
）午
前
10
時
〜 「
は
じ
め
て
Ｗ
ｅ
ｂ
講
座

を
受
け
る
方
の
た
め
の
Ｚｏ
ｏ
ｍ
練
習
会
」

１
日（
金
）午
後
２
時
〜

「
が
ん
と
遺
伝
子
〜
卵
巣
が
ん
を
中
心
と
し
た
遺

伝
性
乳
が
ん
卵
巣
が
ん
症
候
群
に
つ
い
て
〜
」

１
日（
金
）午
後
３
時
〜 

「
子
宮
体
が
ん
の
腹
腔
鏡
・

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
〜
基
礎
知
識
と
手
術
の
実
際
〜
」

２
日（
土
）午
前
11
時
〜

「
子
供
と
大
人
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
」

２
日（
土
）午
後
２
時
〜

「
胆
石
症
・
胆
の
う
ポ
リ
ー
プ
と
日
帰
り
手
術
」

４
日（
月
）午
後
２
時
〜

「
肺
が
ん
検
診
、本
当
に
こ
れ
で
い
い
の
？
〜
早
期

発
見
の
た
め
の
肺
が
ん
検
診
に
つ
い
て
〜
」

■
葉
山
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

29
日（
水
）午
後
３
時
〜 「
誤
嚥
性
肺
炎

〜
病
気
を
知
っ
て
健
康
的
な
生
活
へ
〜
」

■
湘
南
藤
沢
徳
洲
会
病
院

28
日（
火
）午
後
２
時
〜 「
助
産
師
に
よ
る
出
産
・

育
児 

何
で
も
Ｑ
&
Ａ（
個
別
相
談
会
１
枠
10
分
程
度
）」

28
日（
火
）午
後
３
時
半
〜

「
特
別
講
演
　
脊
柱
側
彎
症
の
手
術
治
療 

最
新

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

（ARTIS pheno

）と
ロ
ボ
ッ
ト
脊
椎
手
術
」

29
日（
水
）午
後
２
時
〜

「
め
ま
い
の
お
話
〜
そ
の
1
〜
」

29
日（
水
）午
後
３
時
〜

「
当
院
の
乳
が
ん
の
放
射
線
治
療

〜
身
体
に
や
さ
し
く
負
担
の
少
な
い
治
療
〜
」

30
日（
木
）午
後
２
時
〜 「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
」

30
日（
木
）午
後
４
時
〜 「
便
失
禁（
便
も
れ
）で

お
困
り
の
方
へ
〜
原
因
・
症
状
と
治
療
法
〜
」

４
日（
月
）午
後
３
時
〜 「
糖
尿
病
の
お
話

〜
自
覚
症
状
が
な
い
、怖
い
病
気
〜
」

■
茅
ヶ
崎
徳
洲
会
病
院

28
日（
火
）午
後
３
時
〜

「
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
は
お
任
せ
下
さ
い
〜
創（
き
ず
）

の
小
さ
な
腹
腔
鏡
手
術
で
治
し
ま
す
〜
」

■
名
古
屋
徳
洲
会
総
合
病
院

28
日（
火
）午
後
２
時
〜

「
口
腔
外
科
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

〜
口
腔
外
科
で
扱
う
病
気
と
治
療
法
〜
」

29
日（
水
）午
後
３
時
〜「
大
動
脈
瘤
に
つ
い
て

〜
症
状
と
診
断
、最
新
の
治
療
〜
」

30
日（
木
）午
後
２
時
〜 「
ウ
イ
ル
ス
と
免
疫
、

そ
し
て
ワ
ク
チ
ン
〜
35
億
年
の
生
命
の
精
緻
と

冷
徹
、自
己
免
疫
神
経
疾
患
を
探
り
ま
す
〜
」

１
日（
金
）午
後
２
時
〜 「
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
な
く

な
っ
た
時
、あ
な
た
は
ど
う
し
た
い
で
す
か

〜
嚥
下
機
能
低
下
に
つ
い
て
〜
」

４
日（
月
）午
後
２
時
〜 「
心
臓
病
の
予
防
に

つ
い
て
〜
元
気
で
長
生
き
し
ま
し
ょ
う
〜
」

■
宇
治
徳
洲
会
病
院

28
日（
火
）午
後
４
時
〜

「
血
液
の
病
気
〜
貧
血
か
ら
白
血
病
ま
で
〜
」

29
日（
水
）午
後
２
時
〜 

「
脳
神
経
内
科（
神
経
内

科
）の
役
割
！ 
ど
ん
な
疾
患
を
診
る
の
？
」

30
日（
木
）午
後
８
時
〜

「
子
宮
が
ん
検
診
に
つ
い
て
」

■
八
尾
徳
洲
会
総
合
病
院

30
日（
木
）午
後
２
時
〜

「
今
、が
ん
患
者
さ
ん
が
気
を
付
け
る
こ
と
は
？
〜

コ
ロ
ナ
の
今
注
意
し
た
い
こ
と
〜
」

30
日（
木
）午
後
３
時
〜 「
耳
鳴
り
〜
鼻
す
す
り
は

耳
に
悪
い
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？
〜
」

■
野
崎
徳
洲
会
病
院

29
日（
水
）午
後
１
時
半
〜

「
風
邪
薬
と
漢
方
薬
に
つ
い
て
」

30
日（
木
）午
後
１
時
半
〜 「
放
射
線
治
療
と
は

〜
当
院
の
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
に
つ
い
て
〜
」

■
松
原
徳
洲
会
病
院

29
日（
水
）午
後
２
時
半
〜 「
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
っ
て

何
？
〜
知
っ
て
得
す
る
冠
動
脈
検
査
〜
」

30
日（
木
）午
後
２
時
半
〜 「
腎
臓
病
に
な
る
と

ど
う
な
る
の
？
〜
透
析
の
合
併
症
に
つ
い
て
〜
」

■
和
泉
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

１
日（
金
）午
後
２
時
〜 

「
知
っ
て
み
よ
う
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
〜
10
月
は
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間
〜
」

１
日（
金
）午
後
２
時
半
〜

「
ひ
ざ
の
痛
み
で
お
悩
み
の
方
へ
」

■
中
部
徳
洲
会
病
院

28
日（
火
）午
後
３
時
〜
、午
後
６
時
半
〜

「
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
っ
て
ど
ん
な
機
械
」

29
日（
水
）午
後
３
時
〜
、午
後
６
時
半
〜

「
鉄
欠
乏
性
貧
血
の
食
事
に
つ
い
て
」

スムーズに仕事を成し遂げた職員に心より敬意

創意工夫を凝らしたコロナ重症センター
看護師40人新規採用し万全の体制を敷く

スムーズに仕事を成し遂げた職員に心より敬意
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な か
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が わ
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札
幌
南
徳
洲
会
病
院
は
地

域
の
医
療
・
福
祉
関
係
者
を

対
象
に
新
病
院
見
学
会
を
開

催
し
た
。
同
院
は
７
月
５
日

に
新
築
移
転
オ
ー
プ
ン
し
、

緩
和
ケ
ア
病
棟
を
40
床
に
増

床
す
る
な
ど
診
療
機
能
を
強

化
。
関
連
施
設
で
あ
る
ホ
ー

ム
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク
札
幌
、

緩
和
ケ
ア
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
札
幌
も
８
月
に
同
院

の
隣
地
に
新
築
移
転
し
た
。

見
学
会
は
７
月
17
、
24
、

31
日
に
行
い
、
予
約
枠
を
オ

ー
バ
ー
し
た
た
め
８
月
28
日

に
も
実
施
。
計
47
施
設･

82

人
が
参
加
し
た
。「
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
、
新
病
院
が
竣

工
し
た
６
月
の
内
覧
会
は
断

念
し
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り

新
病
院
オ
ー
プ
ン
後
に
、
感

染
予
防
の
た
め
医
療
・
福
祉

関
係
者
に
絞
り
、
１
機
関
２

人
ま
で
の
完
全
予
約
制
で
見

学
会
を
実
施
し
ま
し
た
」（
下

澤
一
元
事
務
長
）。

参
加
者
は
受
付
や
外
来
、

透
析
室
、
一
般
病
棟
、
緩
和

ケ
ア
病
棟
な
ど
を
見
学
。
な

お
同
院
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
内
覧
会
の

動
画
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

公
開
し
て
い
る
。

者
は
新
生
児
の
蘇
生
処
置
や

予
期
せ
ぬ
場
面
で
生
ま
れ
て

き
た
赤
ち
ゃ
ん
の
へ
そ
の
緒

を
切
る
訓
練
な
ど
行
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
初
め
て
見

る
機
材
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て

難
し
か
っ
た
」、「
受
講
内
容

は
今
後
に
生
か
せ
る
と
思
う
」

な
ど
感
想
が
聞
か
れ
た
。

泉
井
部
長
は
「
分
娩
予
定

前
の
急
な
出
産
や
、
隠
れ
妊

婦
さ
ん
、
コ
ロ
ナ
で
自
宅
療

養
中
の
妊
婦
さ
ん
な
ど
が
い

る
と
、
産
科
を
得
意
と
し
な

い
医
師
で
も
、
お
産
を
取
り

扱
う
必
要
が
出
て
き
ま
す
。

生
ま
れ
て
く
る
新
生
児
の
約

10
％
は
何
か
し
ら
の
医
療
的

介
入
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
、

予
想
外
の
分
娩
は
、
よ
り
高

度
な
技
術
が
必
要
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
医
療
従
事
者
の
新
生
児

蘇
生
ス
キ
ル
習
得
と
緊
急
物

品
、
薬
剤
の
備
え
が
重
要
と

考
え
ま
す
」
と
問
題
提
起
。

泉
井
部
長
は
同
講
習
の
出

張
開
催
に
も
対
応
す
る
考
え

だ
。
問
い
合
わ
せ
は
神
戸
病

院
総
務
課
（
☎
０
７
８
・
７

０
７
・
１
１
１
０
）
ま
で
。

２
月
頃
、大
阪
府
か
ら
東
上
震
一
・

医
療
法
人
徳
洲
会
副
理
事
長
に
徳
洲

会
コ
ロ
ナ
重
症
セ
ン
タ
ー
整
備
の
打

診
が
あ
り
、
そ
の
後
、
事
務
長
会
で

敷
地
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
、
当

院
に
白
羽
の
矢
が
立
ち
ま
し
た
。
金

澤
秀
人
・
事
務
部
長
か
ら
報
告
を
受

け
た
時
は
正
直
、
驚
き
を
禁
じ
得
ま

せ
ん
で
し
た
。
軽
症
・
中
等
症
対
応

の
コ
ロ
ナ
病
棟
38
床
と
Ｈ
Ｃ
Ｕ
（
高

度
治
療
室
）
の
重
症
病
床
５
床
を
合

わ
せ
43
床
を
す
で
に
運
営
し
て
お
り
、

看
護
師
や
医
師
の
不
足
に
よ
り
、
つ

ら
さ
が
頂
点
に
達
し
て
い
た
か
ら
で

す
。
し
か
し
、
大
阪
府
希
望
の
30
床

に
対
応
で
き
る
敷
地
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
徳
洲
会
病
院
と
し
て
尻
込
み
は

で
き
な
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し

た
。
当
院
の
幹
部
会
で
は
強
い
ニ
ュ

ア
ン
ス
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
受

け
る
方
向
で
決
ま
り
ま
し
た
。
徳
洲

会
グ
ル
ー
プ
の
地
域
医
療
へ
の
貢
献

と
い
う
重
い
〝
朱
印
〞
に
加
え
、「
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
も
が
最
善

の
医
療
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
目
指

す
」
と
の
標ひ

ょ
う

榜ぼ
う

が
反
対
意
見
を
上
回

り
、
最
終
的
に
決
定
し
た
の
で
す
。

準
備
不
足
で
も
ス
タ
ー
ト
切
っ
て

頑
張
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
と
決
心

３
月
11
日
、
大
阪
府
は
重
症
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
の
一
次
募
集
を
開
始

し
ま
し
た
。
当
院
と
し
て
は
、
設
備

は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集
中
治
療
室
）、
シ
ス

テ
ム
運
営
は
Ｈ
Ｃ
Ｕ
対
応
と
し
て
も
、

相
当
数
の
新
規
看
護
師
の
確
保
が
必

要
で
、
当
初
の
30
床
か
ら
20
床
に
減

じ
て
（
そ
れ
で
も
看
護
師
40
人
が
必

要
）
申
請
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
か

ら
看
護
師
の
応
援
を
含
め
支
援
す
る

と
い
う
強
い
言
葉
を
い
た
だ
き
、
グ

ル
ー
プ
の
あ
り
が
た
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
他
の
徳
洲
会
病
院

に
迷
惑
を
か
け
る
心
配
と
、
看
護
師
、

医
師
の
確
保
へ
の
不
安
か
ら
「
ま
ぁ
、

ど
こ
か
の
病
院
が
応
募
し
て
、
う
ち

は
失
格
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
期

待
感
が
私
に
は
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
思
い
に
反
し
、

同
月
26
日
に
募
集
が
締
め
切
ら
れ
、

当
院
に
決
定
し
た
の
で
す
。
私
は
、

こ
の
時
点
で
腹
を
決
め
ま
し
た
。「
す

べ
て
が
準
備
で
き
た
時
点
で
物
事
を

遂
行
す
る
の
は
、
誰
で
も
で
き
る
！

ま
ず
、
準
備
不
足
で
も
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
て
頑
張
れ
ば
、な
ん
と
か
な
る
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
４

月
20
日
に
補
助
金
の
交
付
決
定
、
５

月
14
日
に
「
徳
洲
会
・
大
阪
コ
ロ
ナ

重
症
セ
ン
タ
ー
」
を
着
工
、
８
月
22

日
に
竣
工
、
９
月
16
日
に
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
。
重
症
セ
ン
タ
ー
の
概

要
は
軽
量
鉄
骨
プ
レ
ハ
ブ
造
り
・
平

屋
建
て
で
、
治
療
棟
、
ス
タ
ッ
フ
棟
、

Ｃ
Ｔ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
）

棟
を
合
わ
せ
延
べ
床
面
積
１
８
３
０

㎡ 

、
病
床
数
20
床
。
こ
れ
以
外
に

多
目
的
室
（
透
析
含
む
）
２
室
が
加

わ
り
、
窓
越
し
に
ご
家
族
が
面
談
で

き
る
部
屋
も
設
け
ま
し
た
。
死
亡
時

面
談
が
で
き
な
い
不
幸
な
状
況
を
な

く
す
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。

重
症
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
原
則
２
年

間
で
、
総
事
業
費
は
９
億
９
９
９
０

万
円
で
す
。
か
な
り
広
い
空
間
を
確

保
し
、
気
持
ち
良
く
働
け
る
よ
う
に

設
計
し
て
い
ま
す
。
透
析
は
２
室
以

外
に
も
４
床
対
応
で
き
ま
す
。
ま
た

将
来
、
ワ
ク
チ
ン
効
果
で
重
症
が
減

り
、
中
等
症
が
増
え
た
場
合
、
10
床

を
中
等
症
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
隔

壁
形
成
の
扉
を
設
け
ま
し
た
。

看
護
師
も
40
人
が
新
入
職
し
ま
し

た
。
治
療
棟
は
陰
圧
に
設
定
し
て
お

り
、
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
（
体
外
式
膜
型
人
工

肺
）
は
４
台
あ
り
、
さ
ら
に
必
要
な

ら
増
設
可
能
で
す
。
人
工
呼
吸
器
は

21
台
、
こ
れ
に
付
属
し
た
タ
イ
プ
の

ネ
ー
ザ
ル
ハ
イ
フ
ロ
ー
（
高
濃
度
の

酸
素
を
鼻
か
ら
高
流
量
送
り
込
む
装

置
）
が
21
台
で
す
。

「
抗
体
カ
ク
テ
ル
療
法
」
を

藁
に
も
す
が
る
思
い
で
実
施

ま
た
、
診
療
棟
の
多
目
的
室
を
使

用
し
て
コ
ロ
ナ
外
来
も
始
め
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
外
来
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽
性
で
保
健

所
、
あ
る
い
は
大
阪
府
転
退
院
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
紹
介
さ
れ
た
方
、

自
宅
、
あ
る
い
は
ホ
テ
ル
待
機
の
方

が
対
象
に
な
り
ま
す
。
胸
部
Ｃ
Ｔ
と

血
液
検
査
を
行
い
、
発
症
（
熱
、
せ

き
な
ど
）
か
ら
７
日
以
内
で
酸
素
療

法
が
必
要
で
な
い
軽
症
例
、
か
つ
重

症
化
危
険
因
子
を
も
っ
て
い
る
方
が
、

抗
体
カ
ク
テ
ル
療
法
（
ロ
ナ
プ
リ
ー

ブ
）
の
適
応
と
な
り
ま
す
。
す
で
に

50
人
以
上
が
同
療
法
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
療
法
へ
の
過
度
な
期
待
は
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
少
し
で
も
効

果
が
あ
れ
ば
と
、
藁わ

ら

に
も
す
が
る
思

い
で
す
。
投
与
後
に
高
熱
や
、
そ
の

他
の
副
反
応
を
来
す
場
合
が
あ
る
た

め
、
原
則
２
日
入
院
で
行
い
ま
す
。

自
宅
、
あ
る
い
は
ホ
テ
ル
待
機
の
方

は
Ｃ
Ｔ
と
血
液
検
査
の
結
果
に
よ
り
、

入
院
が
必
要
な
場
合
は
中
等
症
病
床

に
入
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

最
後
に
、
事
務
職
員
、
臨
床
工
学

技
士
、
臨
床
放
射
線
技
師
、
看
護
部
、

医
局
の
協
力
姿
勢
に
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
、
と
く
に
看
護
師
の
採
用

に
つ
い
て
は
人
事
部
の
女
性
職
員
の

功
績
が
大
で
す
。
こ
の
職
員
以
外
に

も
、
と
く
に
積
極
的
な
対
応
を
お
願

い
す
る
ま
で
も
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に

仕
事
を
成
し
遂
げ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

職員（左）の案内で新病院を見学

新型コロナ感染症

新たな変異株病気の
はなし 63

WHO（世界保健機関）は8月31日、コロンビアで1月に見
つかった新型コロナ感染症の変異株であるミュー株をVOI（注
目される変異株）に指定した。ミュー株はその変異箇所から感
染力が高い可能性、従来のワクチン効果が大きく減弱する可
能性が示唆されているが、現時点ではコロンビアやエクアド
ルで増加傾向にあるものの、世界的感染には至っていない。
6月14日にVOIに指定されたラムダ株も同様で、南米（ペ

ルー、チリ、エクアドル）で比較的多く広まったことから注目
されたが、デルタ株のように急激に従来株と置き換わるほど
の感染力の報告はなく、日本ではミュー株、ラムダ株ともに検
疫でごく少数の海外渡航者から見つかったのみであることか
ら、現時点では過度な警戒の必要性はないと見られている。
ただ、全世界で報告されている新型コロナ感染症の累計感
染者数は2億2,000万人（9月
5日時点、厚生労働省）に上り、
感染者数が多いとそれだけ新
たな変異株の出現スピードも
速くなる。WHOがギリシア
文字を当てている主な変異株
だけで、すでに12種（9月23
日現在）あり、細かな変異も含
めれば相当な数の変異株があ
る。引き続き世界の感染動向
に注意が必要だ。

神
戸
徳
洲
会
病
院
は
９
月
８
日
、
Ｎ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
（
新
生
児
蘇
生

法
）
講
習
「
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
コ
ー
ス
」
を
開
催
し
た
。
同

講
習
は
日
本
周
産
期
・
新
生
児
医
学
会
の
公
認
で
、
同
コ
ー

ス
は
昨
年
５
月
に
新
設
。
周
産
期
医
療
を
専
門
と
し
な
い
救

急
救
命
士
や
看
護
師
を
対
象
に
、
医
療
施
設
外
で
の
出
生
を

想
定
し
た
新
生
児
蘇
生
法
を
習
得
す
る
の
が
目
的
だ
。

コ
ロ
ナ
自
宅
療
養
中
に
分
娩

搬
送
先
の
な
い
母
子
へ
対
応

神
戸
病
院
は
２
０
２
５
年

２
月
に
予
定
し
て
い
る
新
築

移
転
に
向
け
、
小
児
科
と
産

婦
人
科
を
強
化
。
10
月
に
は

産
科
病
棟
が
オ
ー
プ
ン
し
、

院
内
分ぶ

ん

娩べ
ん

が
始
ま
る
予
定
だ
。

こ
う
し
た
な
か
、
周
産
期
チ

ー
ム
の
知
識
の
底
上
げ
を
目

的
に
同
講
習
を
企
画
。
８
月

28
日
に
は
医
師
、
助
産
師
、

看
護
師
向
け
の
同
講
習
「
専

門
コ
ー
ス
」
も
開
催
し
た
。

講
師
を
務
め
た
泉
井
雅
史
・

小
児
科
部
長
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
は
と
く
に
「
プ
レ
ホ
ス
ピ

タ
ル
コ
ー
ス
」
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
と
強
調
、「
コ

ロ
ナ
で
自
宅
療
養
中
に
分
娩

し
、
搬
送
先
の
な
い
母
子
の

受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に

準
備
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
」
と
説
明
す
る
。

同
コ
ー
ス
で
は
座
学
に
加

え
、
新
生
児
の
人
形
を
使
っ

た
実
技
訓
練
も
実
施
。
参
加

「講習の出張開催に
も対応します」と泉
井部長

＊WHOは感染性や重症度が増し、ワクチン
の効果が減弱する可能性が高い変異株を
VOC（懸念される変異株）、感染性、重症度
が増しワクチンが減弱する可能性がある変
異株をVOI（注目される変異株）に分類

主な変異株
名称 発見された国

VOC
アルファ イギリス
ベータ 南アフリカ
ガンマ ブラジル
デルタ インド

VOI

イータ イギリス
イオタ アメリカ
カッパ インド
ラムダ ペルー
ミュー コロンビア

新
生
児
蘇
生
法
学
ぶ

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
コ
ー
ス
開
催

神戸病院

│
│
札
幌
南
病
院

新
病
院
の
見
学
会
開
催

新生児の人形を使い指導す
る泉井部長（右）


